
　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
な
ど
に
、
災
害
情
報

の
提
供
や
避
難
等
の
手
助
け
が

地
域
の
中
で
素
早
く
安
全
に
行

わ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
避
難
支
援
を
希
望
さ
れ

る
方
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
だ
け
で
な
く
、
病
気

や
事
故
な
ど
で
緊
急
搬
送
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
も
、

緊
急
時
の
連
絡
先
へ
よ
り
早
く

繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
支
援

が
受
け
ら
れ
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
は
ど
の
よ
う
な
方
で
す
か
？

① 

65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方

の
み
の
世
帯

② 

介
護
保
険
に
お
け
る
介
護
認

定
を
受
け
て
い
て
、
要
介
護

３
以
上
の
方

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
て
、
障
害
の
程
度

が
１
級
・
２
級
・
３
級
の
方

④ 

視
覚
・
聴
覚
の
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
み
の
世
帯

⑤ 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
て
、
障
害
の
程
度
が
Ⓐ
ま

た
は
Ａ
判
定
の
方

⑥ 

精
神
障
害
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
て
、
障
害

の
程
度
が
１
級
の
方

⑦ 

指
定
難
病
の
治
療
を
受
け
て

い
る
方

⑧ 

①
〜
⑦
に
準
じ
る
状
態
に
あ

る
方

※ 

病
院
へ
長
期
間
入
院
し
て
い

る
場
合
や
施
設
へ
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
で
す
か
？

　

情
報
提
供
の
同
意
を
い
た
だ

い
た
方
は
、
避
難
支
援
等
関
係

者（
消
防
・
警
察
・
民
生
委
員
・

行
政
総
務
員
・
社
会
福
祉
協
議

会
・
自
主
防
災
組
織
）へ
情
報

提
供
し
、
日
ご
ろ
か
ら
見
守
り

等
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
避
難
支
援
等
関
係
者

に
は
、
法
律
で
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
で
す
か
？

　

対
象
と
な
っ
た
月
か
ら
３
ヶ

月
以
内
に
町
か
ら
申
請
書
が
届

き
ま
す
の
で
、
緊
急
連
絡
先
等

を
記
入
の
う
え
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※ 

対
象
と
な
っ
て
い
る
方
の
う

ち
、
同
意
申
請
書
が
未
提
出

と
な
っ
て
い
る
75
歳
以
上
の

方
へ
、
９
月
中
旬
に
登
録
の

ご
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

登
録
す
れ
ば
、
必
ず
支
援
し
て

も
ら
え
る
の
で
す
か
？

　

災
害
発
生
時
に
は
、
誰
で
も

被
災
者
と
な
り
え
ま
す
。

　

支
援
は
、
避
難
支
援
者
の
任

意
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
の

で
、
法
的
な
責
任
や
義
務
を
負

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
福
祉
課
社
会
福
祉
班

☎（
84
）１
２
５
７

避
難
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
登
録
を

※第二次男女共同参画計画に定める令和5年度女性比率の値

地方自治法（第202条の3及び第180条の5）に基づく審議会等

審議会等数
うち女性委員のいる
審議会等数

総委員数
（人）

うち女性委員数
（人）

女性比率
（％）

目標値※
（％）

24 18 285 50 17.5 30.0

問企画空港課企画政策班　☎84－1279

持続可能な社会・あらゆる人が暮らしやすい
社会の実現に向けて

女性委員の登用率は？
　町では、男女共同参画社会の実現に向けて、町の
政策や方針決定の場で男女がともに主体的に関わっ
ていくことができるよう、各種審議会等への女性の
積極的な登用を推進しています。
　令和3年4月1日現在の町の各種審議会等への女性
の登用率をお知らせします。

　少子高齢化の進展により、今後労働力人口の大幅
な減少が見込まれる中、女性の社会参画を積極的に
進めることは、今後のまちづくりを進めていくうえ
でも大変重要です。
　これからも、女性のみなさんが様々な分野に進出、
参加にとどまらず、意思決定の過程へ参画できるよ
うに積極的な登用推進に努めていきますので、ご協
力をお願いします。
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